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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 牛受精卵移植技術は福島県内で広く活用され、ここ数年は年間1,300頭前後に実施されているが、
受胎率は45％程度と横ばいの状態にあり（図１）、受精卵移植技術をさらに普及する上での課題とな
っている。そこで、受胎率の向上を目的として受卵牛の簡易で精度の高い選定方法を確立するため本
研究を行った。 
 材料として、県内の酪農家及び黒毛和種繁殖農家で飼養されている受卵牛87頭の受精卵移植時に
おける直腸検査を主体とした卵巣、子宮、子宮頸管、膣、外陰部の生殖器臨床検査所見及び受卵牛
の品種、産歴、BCSのデータを用いて、数量化理論Ⅰ類及びⅡ類の質的データ解析モデルにより分
析を行った。 
 その結果、特に受卵牛の品種、発情兆候の強弱、発情粘液の量、子宮の太さ、子宮収縮性の有
無、子宮弾力性の有無、子宮壁の肥厚の有無、子宮の内部感の有無、子宮頸管管腔の締まり及び
外陰部形状の所見において相関が高く(p<0.001)、得られた判別方程式により移植の可否を推定した
ところ、92.0％が正しく判別された（表１及び図２）。一方、これまで、重要とされてきた黄体の形状や共
存卵胞の影響は比較的小さいことが判明した。 
 また、移植現場で簡易診断を行うため、生殖器疾患に罹患していないこと及び直腸検査により触知
可能な突起明瞭な黄体が存在することを前提として、検査所見が得やすくかつ最も当てはまりの良い
５項目（発情兆候、子宮の弾力性及び肥厚、子宮頸管の管腔、外陰部の形状）に限定し80頭のデータ
を用いて分析を行った結果、子宮の弾力性を除き高い相関(p<0.001)が認められ、得られた判別方程
式から移植の可否を推定したところ82.5％が正しく判別された（表２）。しかし、実際に受胎した群では
正判別率が75.0％とやや低い傾向にあった。さらに、これら５項目の検査所見の組合せから推定受胎
率及び移植の可否を算出し、移植現場において利用しやすい簡易診断表を作成した（表３）。なお、誤
判別が生じた判別得点の範囲については診断保留とした。

２期待される効果

 最適受卵牛を選定することにより、受精卵移植の受胎率が向上し、県内の肉用牛及び乳用牛改良
の一層の促進が図られる。

３適用範囲

 県内一円

４普及上の留意点

 機能的な黄体が存在すること及び生殖器疾患に罹患していないことが前提である。また、他の検査
所見などを総合的に勘案して受精卵移植の適否を判断すること。
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